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１月３０日（月）から２月７日（火）まで、学年ごとに授業参観を実施しました。今回の授業参観は、可能な限
り子どもたちの学習の様子を直接観ていただけるように参観方法や場所の工夫を行いました。どの学年もこれま
で学んできたことを発表する学習発表会の形式を取りました。
学習発表会のねらいは、自分の学びについて、相手を意識し伝えるためにはどうしたらよいのか考えて表現

することで、より一層自分の学びを深めることにあります。さらに、大勢の人前で表現する機会は、自分に自信を
もつこと（自分の能力や価値を確信すること）に繋がります。
1・2 年生は、算数・国語・体育等様々な学習の成果を発表しました。3 年生以上は、総合的な学習の時間
に学習してきたことをまとめて、その成果を発表しました。どの学年の発表も、緊張しながらも一生懸命に発表す
る姿、仲間と協力する姿が見られました。子どもたち一人一人にとって自信を深める機会になったと思います。

２月８日（水）の学校集会では、校長より「言葉の力」をテーマとした話をしました。
校長から「一秒の言葉」という詩が紹介されました。
はじめまして この一秒ほどの短い言葉に，一生のときめきを感じることがある。
ありがとう この一秒ほどの短い言葉に，人のやさしさを知ることがある。
がんばって この一秒ほどの短い言葉で，勇気がよみがえってくることがある。
おめでとう この一秒ほどの短い言葉で，幸せにあふれることがある。
ごめんなさい この一秒ほどの短い言葉に，人の弱さを見ることがある。
さようなら この一秒ほどの短い言葉が，一生の別れになるときがある。
一秒に喜び，一秒に泣く。一生懸命，一秒。
たった一秒の言葉で人は心を動かされるときがあります。それは、多くの感情や思

いが込められているからです。毎朝のあいさつも、２・３月の生活目標の「お世話にな
った人に感謝の気持ちを伝えよう」も、みんなの持ち前の「元気 やる気 勇気」を発
揮し、自分の気持ちや思いを込めて、自分から相手に声に出そうと話しました。
その後、生徒指導の担当からは、困ったとき・不安になったときに、相談することの

大切さについて話をしました。また、環境整備委員会からは「花壇を大切にしよう」とい
う呼びかけがありました。
３学期のゴールに向けて、一瞬一瞬の人との出会いの中で、一人一人がチャレン

ジし、さらに素敵な上小を創っていきたいと思います。

児童会活動で、学年間の親睦をさらに深めることをねらいとした取組「あそびま
週」を行いました。２月３日（金）は３・６年生、２月６日（月）は１・５年生、２月７日
（火）は２・４年生の学年でグループを作り、中休みにグループごとに遊びました。
どのグループも上級生が下級生と元気になかよく楽しく遊ぶために、遊びの計画
を立て実施しました。おにごっこやドッジボール等の外遊び、室内ゲーム等を計画
し、上級生も下級生も元気になかよく遊ぶ姿が見られました。異年齢での遊びを
とおして、遊ぶ力、思いやる力、協力する力を育てる機会にもなっています。


